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奈弓連だより奈弓連だより奈弓連だより奈弓連だより 会長メッセージ会長メッセージ会長メッセージ会長メッセージ    全日本選手権、国体、全日本遠的選手権、ねんりんピック等、全国大会も終わりました。選手の皆さん、暑い時期の強化練習を重ねての参加ありがとうございました。競技会は的中で評価され、団体戦ではチームワークを求められ、苦難もあり、いい勉強されたことでしょう。  弓道修練にいい季節になって来ました。県内競技会、講習会、審査会と続きます。中央審査にも多くの方が挑戦されます。 的中も必要不可欠ではありますが、これからの涼しくなる時期、武道としての弓道に目線を向け努力することも重要です。その努力成果を来年への大会につなげていければと考えます。  今、事務局、各部では来年の行事について日程等行事内容について調整しています。日弓連、連合会の日程が決まらない部分もありますが、県内では11月22日の理事会で最終調整していきます。ご協力、ご意見お聞かせください。          奈良県弓道連盟 会長  西中 正  ◆第２７回全国健康福祉祭とちぎ大会第２７回全国健康福祉祭とちぎ大会第２７回全国健康福祉祭とちぎ大会第２７回全国健康福祉祭とちぎ大会    ねんりんピック栃木ねんりんピック栃木ねんりんピック栃木ねんりんピック栃木2014201420142014に参加してに参加してに参加してに参加して  5 月 27 日ねんりんピックの参加募集を見てこれに参加しようと思い、シニア部長の千葉先生に相談しやっとメンバーが揃いました。壮行会も無事通過し、奈良県選手団結式も終え、何事もなく出発を迎えることとなりました。  出発当日は京都に集合し、会場の宇都宮へ出発することができました。翌日の総合開会式場内では整列入場行進し、全選手が整列。常陸宮殿下、妃殿下をお迎えし開会宣言。そして炬火も到着し、点火はガッツ石松親子、森昌子の歌、流鏑馬等アトラクションも盛り沢山で楽しいひと時を過ごすことができました。昼からは種目別の開始式場へ。そこでもまた歓迎式典でのアトラクション等があり楽しく過ごすことができました。  試合会場は栃木県立体躯館本館で、2階はコの字型の観覧席で控えを兼ね、１階は５人立ち２射場出入りは２か所。２階から控えや射場等のすべてを見渡せ試合の様子がよく分かった。試合は四つ矢座射で１０分以内。但し、これを超えても無効にならない。  やはりすごい選手もいる。自分の射を完全にやりきり皆中。大きな拍手となり見事としか言いようがない。また中る毎の拍手がなりやまない。皆中は初日で40人前後出ました。栃木県チームの１チームは８４歳から９２歳で５人揃え４０射９中こんなすごいチームもいるのだ。今までの会場雰囲気と違い、われわれ奈良県チームは独特の雰囲気にのまれてしまい４０射１３中で５１位という結果に終わりました。いかに集中力を高めるのかが今後の課題であります。                  （右上へ） 

来年の山口県ねんりんピックを期待しています。 
 （奈良支部：徳田四郎）  ◆郡山弓道大会 10月１2日（日）、初秋のさわやかな天候に恵まれる中、恒例の郡山弓道大会が開催されました。春の大会は市民に開かれた大会ですが、秋の大会は協会会員の参加に限った競技会で、競技練習と会員の交流を目的とした大会です。開会式のあと、矢渡を射手・宮堂政子（錬五）一介・堀部亜侑（参段）二介・伊藤栄里子（弐段）のみなさんが務めました。平素の稽古で顔を合わせる機会の少ない女性三人ですが、落ち着いた所作で基本を守り、それぞれの役割をしっかりと果たされました。 競技は霞的四ッ矢２回と色的（得点的）四ッ矢２回を１チーム・４人で行い、団体と個人の得点を競いましたが、今回は例年の余興的などはなく、緊張感のある、より競技色の濃い大会になりました。ただ競技中も須田先生から射技・体配の指導・助言があり、それぞれ個人の射技の課題に真剣に取り組みながらの競技進行でした。競技後には今回の大会で全体的に気になる点として、霞的での的付（狙い）を確実にすることと丹田呼吸の大切さが指摘され、その練習法について助言がありました。特に呼吸法のマスターについては多くの会員に共通の難題で、平素の修練が求められます。競技の結果、団体優勝チームと個人入賞者に賞品のフルーツ盛合せが贈られました。個人戦結果は、優勝：高橋悟史、2位：松本泰之、3位：安住奈津子でした。 （郡山支部：田中創一郎） 
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奈弓連だより奈弓連だより奈弓連だより奈弓連だより◆スペイン弓道連盟来県◆スペイン弓道連盟来県◆スペイン弓道連盟来県◆スペイン弓道連盟来県    スペイン弓道連盟とは、サルバトーレ氏（オースオトラリア在住）以来、ホセ・マリア氏（前々会長）、ベレンヌ女史（前会長）などから交流が永く、昨年はセップ・オベラート現会長によるスペインへの講習会訪問に続き今年の来県が実現しました。今年はスペイン弓友 12名を迎え、奈良市弓道場、布目弓道場、橿原弓道場での約 1週間の交流稽古となりました。 ■奈良市弓道場（10月21日（火）、10月23日（木）） 開会式・矢渡し（射手：新司、介添え：深田、阪中）を行い稽古を開始し、参加者全員で一手行射を行い、その後奈良市の弓道教室のメンバーとも一緒に練習しました。両国混合で立ちを組み、一手行射・見取り稽古を行いました。外国でも弓道を真摯に学んでおられる姿に、感銘を受けたようです。 

 ■布目弓道場（10月22日（水）） 午前中は、大和郡山市の慈光院でお茶をたしなまれた後、午後吉本先生にお願いし布目弓道場で指導をいただきました。吉本先生からの直接指導に関して、大きな感謝の意を後日連絡いただいています。 ■橿原弓道場（10月24日（金）、10月25日（土）） 

 （右上へ） 

橿原では県の弓道教室での合同稽古、橿原市協会の教室生とも合流し、多彩な交流を行いました。 最後は、スペイン弓道連盟よる納射（射手：セップ会長、介添え：モンツエ・ムニョス女史、カリン・ヘース女史）で締めくくっていいます。 その後、京都・奈良を観光した後 11月1日（土）関西空港から「来年はスペイン・マヨルカで」と言う声を残して帰国されました。この間、吉本名誉会長・西中会長・竹村顧問をはじめ各道場の皆様には、ご協力ありがとうございました。         （新司、深田、阪中）  ◆第３３回全国高等学校弓道選抜大会◆第３３回全国高等学校弓道選抜大会◆第３３回全国高等学校弓道選抜大会◆第３３回全国高等学校弓道選抜大会    兼兼兼兼        第２２回近畿高等学校弓道選抜大会県予選会第２２回近畿高等学校弓道選抜大会県予選会第２２回近畿高等学校弓道選抜大会県予選会第２２回近畿高等学校弓道選抜大会県予選会    １１月２日（日）、９日（日） 橿原公苑弓道場 参加者 男子 団体２１チーム 個人４８名 女子 団体１６チーム 個人４８名 ＜結果＞ 男子個人 １位 上山友暉(畝傍)、２位 髙橋晶太郎(平城) ３位 八島幸祐(郡山)、４位 竹内亮(高田商業) ５位 伊藤奨(畝傍)、６位 桝田輝(大宇陀) 女子個人 １位 和田真理子(橿原)、２位 喜多明優美(五條) ３位 渡邉鞠子(高田商業)、４位 岡本麻美(橿原) ５位 上更谷茜(法隆寺)、６位 遠近さやか(西の京) 男子団体  １位 橿原高校   （前川 昂平,丸尾 剛志,北林 崇,荻田 祐希）  ２位 五條高校    （筒井 湧大,福岡 諒人,辻本 佳己,櫻井 蓮）  ３位 西の京高校    （松田 治親,山本 遼平,塩田 歩世,平尾 一真） 女子団体 １位 橿原高校    （辨天 杏果,上田 春菜,岡本 麻美,和田 真理子） ２位 高田商業高校  （村上 沙弥,西尾 智奈津,渡邉 鞠子,弥富 舞羽）  ３位 西の京高校    （勝井 仁美,吉仲 秋月,遠近 さやか,山本 初花） 技能優秀賞  和田 真理子（橿原） 男女個人１・２位と団体１位校は、平成27年1月10～12日に鹿児島市で行われる第33回全国高等学校弓道選抜大会への出場権を得ました。また、男女個人１～６位と団体１・２位校は、平成26年11月23日に大阪府の大阪城弓道場で行われる第22回近畿高等学校弓道選抜大会への出場権を得ました。       （高体連：川崎 敦子） 
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奈弓連だより奈弓連だより奈弓連だより奈弓連だより                                ◆第二回◆第二回◆第二回◆第二回    審査講習会審査講習会審査講習会審査講習会     平成26年10月26日、橿原公苑弓道場において、中央審査受審者 22名を対象に、表記の講習会が行われました。  開会式で、主任講師の西中会長より、大きな競技会が終わり、国体で成年女子が準優勝と、素晴らしい結果を出してくれました。これから審査会が続きます。各自、研修を重ね、良い結果を得られるよう修練してくださいと、お言葉がありました。午前中は、鍊士受審者の持的射礼、六段受審者の演武（審査の間合い）、教士と七段受審者の一つ的射礼が行われました。西浦講師から、鍊士受審者は、定めの座の礼が深い。元禄回りはギリギリまで直線で進む。合わせる思いが先に立ち、動作が疎かになっている。弓倒しの後の取り弓の姿勢が悪い。弓構えの時、矢は床と水平でなくてはならない。普段の練習時に見てもらう事。大前の持って行き方で立ちが大きく変わる。大前は呼吸にともなった動作を心がける事。二足の足の閉じ方、矢の送り方等々。また、西中主任講師からは、重心は体の真ん中にあること。膝を生かす時、襷掛けの時、踵が前に出ると重心が左に移る。常に重心を体の中央に置き、隙のないようにする。持的射礼の際、射位から本座に戻る時、大前は五歩で戻る。一つ的射礼で、本座から斜めに射位に進む際も気合いを入れて歩くようにする。本座で、肌入れ、襷外しの後、開き足で向きを変える時、女子は弓の末弭が目通りの高さにして降ろす。等、注意をいただきました。引き続き、西中主任講師より、審査の心構えとして、まずは入場時の姿勢で気合を感じさせ、審査員の気持ちを掴む。行射では大きく引き、縦線を使い、大きく離れ、審査員の心に残る、みんなを引き付ける射を出すように。錬士に合格したらどこに目を向けるか。自分自身や自分の支部だけでなく、連盟に目を向けて行くことになる。各地連で活躍できる人を育てなくてはならない。覚悟を持って臨んでほしいと、お話がありました。午後から一つ的と持的、射場を分けての射礼研修、休憩を挟んで２班に分かれての射技研修を行いました。閉会式で会長から、皆、綺麗に引けている。しかし、コンパクトにまとまりすぎて、インパクトに欠けている。失敗してもいいから、思いっきり心に残る勢いのある射を引いてくださいと講評いただき、終了しました。 講師の西中先生、西浦先生、本当にありがとうございました。             （指導部：松村由喜子） 

◆大和郡山市「親子祭り」◆大和郡山市「親子祭り」◆大和郡山市「親子祭り」◆大和郡山市「親子祭り」    清々しい秋空が広がった11月3日、大和郡山市の「親子まつり」が開催されました。「親子まつり」は親子でめいっぱい遊べるよう、郡山城跡を中心に各種クラフトや催し物・模擬店など、数々のブースが集まり賑うイベントです。私達弓道協会も大和郡山市武道振興会（8団体400人参加）の一員としてパレードに参加しました。弓道のプラカードと旗を先頭に、多くの人出で賑う中を弓道のアピールしながら郡山高校城内学舎本グラウンドまで行進しました。 
    午後からはやまと郡山城ホール弓道場で、小学生や保護者に弓にふれてもらい弓道を少しでも理解してもらえればと、年に 1 度、本日限りの「弓道体験コーナー」を開設しました。親子づれの方々が次々と挑戦され弓矢の持ち方に苦労しながらも真剣に大的に向かって矢を放ち、中ると大喜びで盛り上がりました。 （郡山支部：釜谷 和恵）                        

指導部からの伝言板指導部からの伝言板指導部からの伝言板指導部からの伝言板    「第２回中堅層特別講習会が11月30日（日）橿原公苑弓道場で行われます。受講生の皆さんは、前回の講習会の内容をしっかり練習してきてください。また、今回は和服の肌脱ぎ・たすき掛けの研修と、介添えの研修も行いますので、各自研修しておいてください。よろしくお願いします。 編集後記編集後記編集後記編集後記    記事にもあるスペイン弓道連盟との合同練習会に参加する機会を得ました。環境が整わない中で基本に忠実にひた向きに弓道に取り組まれている姿に触れ、自身の弓道に向き合う姿勢を考えさせられました。 一方で、弓道を離れた場面では、スペイン時間？おおらかさ？いい加減？とも思われる行動にやきもきしながらも楽しい時間を過ごさせて頂きました。 

祝合格祝合格祝合格祝合格     東京定期中央審査にて 吉本清巳さんが教士に合格されました。 おめでとうございます。 


